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Ⅰ . はじめに
柔道整復師の業務は、問診、視診および触診など
から骨折、脱臼、捻挫、打撲など日常身の回りに起
こるケガを評価し､ 施術（治療）を行い、患者を早
期に社会に復帰させることである 1）。また、ケガの
後遺症や日常の積み重ねによる不定愁訴に対して、
検査・測定に基づいて問診し、評価をして、その原
因に対処することで症状を改善させ、QOL を上げ
ること、そして再発しないように原因改善のための
生活指導、運動指導をすることである。
柔道整復師による研究や報告は、新しい治療機器
や手技の効果的な方法やその応用について、そして
臨床症例の報告が数多くされているが、対象への施
術（治療）に至るまでに必要な問診や視診に関する
研究や、さらにはそのための教育プログラム開発に
関する研究は少ない。
また、全国柔道整復学校協会が発行する教科書に
も、個別の検査・測定法や問診法、原因に対するア
プローチを学ぶプログラムはあっても、測定結果を評
価して検査や問診に生かし、構造的に検討して得た
結果をもとに、どの様にアプローチするかという、臨
床家として実際の施術に直結する一連の作業に結び
つけるためのアプローチは少なく、さらにその教育法
については、類似する教育方法すら示されていない。
大橋は、触診教育での教員の役割や教員がいるこ
との効果を教材や教育について比較検討し、「教員の
フィー ドバックは教材・教具や学習者間では得られ難
い実践に対する新たな気づきや理解深化に影響を与え
ると共に、自己評価に基づく問題点の修正・改善に作
用し、知識・技術の習得に効果的に影響する」2）と述
べている。実際、多くの臨床家は、「検査・測定→問
診・評価→アプローチ」という一連の構造化された流
れの中で、自らの知識や経験の蓄積から測定結果を
理解し、深い考察をするために問診し、それを評価し
て対象にアプローチしており、技術教育の際は、その
流れの中の不足している部分を教員が補っているとい
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　検査や測定によって導きだされる数字は、今あるその状態を示すデータにすぎず、臨床経験がない学生にとっては適切な施術
に反映することは難しい。そこで、測定結果をもとに自己分析シートの書き込みをすることで、3 つの利点があることが分かった。
①構造化されたシートを埋めることにより経験者と同等の考察を簡単に導き出すことができる。②一人称のアプローチなので他
者を問診するより容易であり、より深い考察ができる。③複数の学生を同時に指導ができる。これらにより従来、教員が介入す
ることによって促されてきた気づきやフィードバックを自分で確認でき記入できた。
　結果や自分自身への問診から問題点をみつけ、その原因を推測し、適切なアプローチを導き出すという、自己分析シートを用
いて自分自身を分析することは、学生にとっても教員にとっても教育上有益な知見を得ることが出来たことを報告する。
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図 1　臨床経験がない学生に対する教員の役割
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う現実がある。そして大橋は、「触診教育など実技教
育を行うとき、教員が学生の学びに対するフィー ドバッ
クをすることにより強い成果が得られている」2）と結ぶ。
これは伝統的な師弟関係による技術の伝承方法につ
いて強化している内容であるといえる。
臨床家や柔道整復師を目指す学生にとって重要な
ことは、測定結果や外傷既往、不定愁訴等の現在の
問題点をもとに、それらの原因に気づき、適切に問診・
評価をして、最適な施術をする一連の流れのなかで
結果を出すことである。
近年発達している最新の器具を用いた検査や測定
により、これまで熟練の施術者が経験によって得て
いた情報を科学的なデータで示すことが可能になっ
た。しかし、それを用いた指導においては、そのデー
タをどのように読み解いていくかという一連の指導に
苦労する場面が多い現状がある。それは、機器を用
いた検査・測定は、今あるその状態を示すデータに
すぎず、臨床経験がない学生はそのデータを一連の
流れで解釈することに慣れていないため、適切な施術
に反映することは難しいことが原因であると考えられ
る。そのため、教員が一連の流れの中で不足してい
る部分をフォローし、気づきを促し内容をフィー ドバッ
クしている。（図 1）しかし、最も望ましいことは、そ
れを自分自身で気づき実行できることである。 
そこで、今回はこれまで伝統的に行われていた教
員が直接指導するという方法ではなく、測定結果と自
己分析シ トー（図 2）の書き込みを通して、自分自身
への問診から、身体への興味、関心を深め、身体及
び外傷を科学しながら外傷既往、不定愁訴など、原
因に繋がる可能性がある問題点を推測し、実際の施
術へと繋がる一連のアプローチを検討する経験とそ
の能力を養うことが、教育上有益な訓練になるので
はないかと考えた。
今回、姿勢測定器 PA200 で得られた結果と、構造
化された自己分析シ トーを活用することで、結果や自
分自身への問診から問題点をみつけ、その原因を推測
し、適切なアプローチを導き出し、またそれを全員で
ディスカッションするというプログラムを実施した。
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図 2　自己分析シートの構成
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Ⅱ . 方法
1. 自己分析シート
これまで熟練を要した測定に関して、測定機器の
発達により簡易に高精度な測定が可能になった。し
かし、そのデータをどう活用するかという教育には
苦慮している現実がある。
それは、実際の施術にまで至る一連のプロセスに、
「検査・測定→問診・評価→アプローチ」という一
連のスキームがあり、どの要素が欠如してもいい施
術へとは繋がらないからである。
このシートは次の 6 項目で構成されており、「検
査・測定→問診・評価→アプローチ」に対応した「デー
タ➡分析➡原因➡処置」のプロセスを構造化するこ
とで、経験がない学生でも自分自身についてディス
カッションすることで自己分析ができる。
2. 姿勢測定器 PA200
近年、精密な測定機器の発達により、これまで正
確な測定には熟練を要した足底圧力分布や身体アラ
イメントなどの測定結果を簡単に導き出せるように
なってきた。3 − 4）
今回使用した姿勢測定器 PA200 は、4 方向から
の全身画像と体重分布を示す足圧センサー情報をパ
ソコンに取り込み、姿勢のひずみを数値化でき、足
底圧力分布と身体アラインメントのバランスを簡単
な操作で測定・評価できる（図 3、図 4）5）。
 
3. 質問紙調査
測定結果を自己分析するために、調査目的・方法
等について説明後、同意を得た者に対し、図 5 の質
問紙を用いて調査を行った。
質問紙の内容は、基本情報（年齢、性別、身長、
体重、運動経験）、外傷既往歴（頭部、頚部、肩等
8 部位）、不定愁訴（頭痛、肩凝り、めまい等 10 項目）
について「あり・なし」で答えさせた。
4. 自己分析シートの活用
測定後、シートに沿って自らの身体アライメント
や足底圧力重心に関する測定値を書き込み、予め記
入しておいた基本情報、外傷既往、不定愁訴につい
ての質問紙（図 5）の内容との因果関係について、
自分自身の中でディスカッションする。その後、学
生（被験者）全員でディスカッションするという作
業を実施する。
自己分析シートを用いた柔道整復教育事例報告
図 3　PA200 による身体アライメント測定結果の例
図 4　PA200 による測定圧力分布の例
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5. 倫理的配慮
対象者には倫理的配慮として、調査目的、方法
等を文書と口頭で説明し、文書により同意を得た。
（本学倫理審査委員会承認済）
Ⅲ . 結果
質問紙調査、測定結果をもとに自己分析シートに
学生が記入したコメントを分類すると（表 1）、「前
後側各面の姿勢解析について」、「外傷既往や現在の
症状と身体アライメントとの関係について」、「足底
圧力分布前後の加重割合に関する気づきについて」、
「関連する授業や知識との知識統合や考察につい
て」、「外傷既往歴と姿勢の因果関係分析について」、
「良く分からない現在の症状と姿勢の関係を生活習
慣からの因果関係分析について」、「正しい判断、処
置をイメージし始めていることについて」、「新たな
興味・関心、研究意欲の芽生えについて」、「柔道整
復師として患者様への施術治療アプローチへの気づ
きについて」に分けることができた。
 
Ⅳ . 考察
今回、身体アライメントと足底圧力分布の測定結果
と質問紙調査の内容について、自己分析シ トーを用い
て学生（被験者本人）に自己分析させた。その結果、
「外傷既往歴と姿勢の因果関係分析について」、「良く
分からない現在の症状と姿勢の関係を生活習慣から
の因果関係分析について」等、結果から原因となる運
動習慣や生活習慣を問診することができるという、臨
床家に匹敵する探索的な分析ができていると言える。
この自己分析シ トーを用いることによる利点として、
一人称のアプローチなので他者を問診するより容易で
あり、本人にしか知り得ない時系列の変化や感覚を含
んだ情報を加味して分析することができるということ、
それによって、前出のような詳細な分析を、自分自身
から引き出すことができたといえる。自分自身にでは
あるが、問診でこのような深い分析が可能だという成
功体験を得ることは、今後の他者に問診をする上で
貴重な成功体験であるといえる。これにより、今後他
者に問診するとき、自分に対して深く因果関係を検討
した経験によって、それを引き出すために適切な問診
をするための経験ができたといえる。
また、今回は教員が直接指導するという方法では
なく、測定結果と自己分析シートの書き込みを通し
て、自分自身への問診から、身体への興味、関心を
深め、身体及び外傷を科学しながら外傷既往、不定
愁訴など、原因に繋がる可能性がある問題点を推測
し、実際の施術へと繋がる一連のアプローチを検討
する経験とその能力を養うことができ、学生にとっ
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図 5　基本情報 , 外傷既往 , 不定愁訴についての質問紙
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ても教員にとっても教育上有益な知見を得ることが
出来たことを報告する（図 6）。
Ⅴ . 結論
自己分析シートを用いることで、①構造化された
シ トーを埋めることにより経験者と同等の考察を簡単
に導き出すことができる。②一人称のアプローチな
ので他者を問診するより容易であり、より深い考察
ができる。③複数の学生を同時に指導ができる。と
いう 3 つの利点がある事がわかった。これにより従
来、教員が介入することによって促されてきた気づき
やフィー ドバックを自分で確認でき、記入できた。
自己分析シートを用いた柔道整復教育事例報告
表 1　自己分析シートによるディスカッションの内容
図 6　自己分析シートの優位点
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